
第118回キャンサーボード開催のお知らせ 

 平成２５年１２月４日（水） 18：00～19：00 
場所：横浜市立大学附属病院４階第１会議室 

   第117回キャンサーボードは、３０名が参加して頂きました。今回は、横浜市立大学 
  附属病院薬剤部の太田一郎先生にご講演頂きました。 
 「がん化学療法における制吐剤の使い方」と題し、パロノセトロンを中心に制吐療法臨床   
  試験の効果判定基準について、悪心・突発性嘔吐への対応、オランザピンについての 
  ご説明となりました。 
 
   このセミナーは、養成コースに申し込まれた方だけでなく、がん医療に興味を持たれる 
     医学生、若手医師およびコメディカルはどなたでも聴講可能です。また、院外の医療従 
     事者向けの研修も兼ねています。 

 
 

 文部科学省 「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」に東京大学・ 

 横浜市立大学・東邦大学・自治医科大学が申請したプログラム「がん治療の    

 ブレイクスルーを担う医療人育成」が採択されました。 

 横浜市立大学では、新たに博士課程「先端的がん治療専門医療人養成コース」が  

 立ち上がりました。 

 
 ●お問い合わせ先 
 がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン 岡野（045-787-2623） 
 医学病院企画担当 村松（045-787-2807） 

“ﾃｰﾏ：フェンタニル速放性製剤について
” 


